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令和元年度新見市地方独立行政法人評価委員会（第５回）議事要旨 

 

１ 日 時 令和 ２ 年 １ 月２９日（水）９：５５～１１：４５ 

２ 場 所 市役所本庁舎３階 第５委員会室 

３ 出席者 

（１）評価委員会 岡﨑委員長、中西委員、田中委員 

（２）事 務 局 小林課長、難波参事、稲岡主事 

４ 議 事 

（１）公立大学法人新見公立大学 中期計画（第３期）について 

  新見市（以下「市」という。）が定め、新見公立大学法人新見公立大学（以下「法

人」という。）へ指示した「公立大学法人新見公立大学 中期目標（第３期）」に基

づき、法人が作成した「公立大学法人新見公立大学 中期計画（第３期）」について、

法人から市に対して認可申請が提出されたことを受け、新見市地方独立行政法人評価

委員会による当該計画に係る意見等の聴取を行った。 

  詳細は、以下のとおり。 

発言要旨（○委員、●市） 回答等要旨（○委員、●市） 

Ⅰ 教育研究等の質の向上に関する目標を

達成するためにとるべき措置 

１ 教育 

１）教育の内容 

（１）質の高い専門職教育 

○「国家試験等の高い合格率を指標」とあ

るが、直近で何％か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）能力を高めるキャリア教育 

○文部科学省のアクティブラーニングの考

え方の中には体験学習が含まれる場合が

あるが、別立てで体験学修と記載してあ

る中ではどういったものがあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

●看護学科では、看護師が新卒６６人受験

１人不合格、既卒１人受験１人不合格、

保健師が新卒１６人受験１人不合格、既

卒１人受験１人不合格。助産学専攻科で

は、合格率１００％。地域福祉学科では、

介護福祉士が５０人受験４６人合格。幼

児教育学科では、国家試験はなく、必要

な単位を取得し卒業すれば幼稚園教諭及

び保育士の資格を取得でき、５３人が卒

業した。 

 

 

●アクティブラーニングや体験学修の言葉

の使い方は文部科学省の考え方によるも

のではなく、体験学習とは現場や地域に

出向いて学修すること、アクティブラー

ニングとは、学内でのグループディスカ

ッション等を意図する。 
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○一つ目に専門性（（１）質の高い専門職

教育）、二つ目に人間性（（２）バラン

スのとれた人間教育）とあるが、一般的

に大学では職に就くことに焦点を当て、

汎用的な能力（人間関係づくり、社会形

成能力、自己管理能力）を身に付けるこ

とが求められていると思うが、現在の書

きぶりでは詳細な項目についての記述に

なりすぎている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）教育の実施体制 

（１）柔軟で実効性の高い教育組織の構築 

○教育組織についての内容が薄い。 

 

○「全学的視点から柔軟で実効性の高い教

育組織を構築する」とあるが、何を伝え

ようとしているのかがわかりにくい。現

状の教育組織も全学的視点に立ったもの

ではないのか。 

 

（２）実践的な学修を目指した修学環境の

整備 

○「地域社会と一体」という表現があるが、

地域社会の理解や協力が大切であり、大

学が積極的に取り組んでいるため、受け

皿となる地域や市も積極的に取り組んで

いただく必要であると感じている。 

 

●新見市は課題先進地であることから、大

学では、地域共生社会を支える人材育成

していかなければいけないことを踏まえ

ての書きぶりであったり、介護の分野で

は外国人労働者も増えている状況を踏ま

え、外国語能力について触れての書きぶ

りと考えられる。 

 

●詳細に書く（コミュニケーション能力、

基礎的な英語力等）必要はなく、社会人

としての必要な能力といった書き方が良

いかもしれない。 

 

○社会人だけではなく、職業人としても。

情報処理能力にしても、課題対応能力と

いう大きな表現もある。この項目だけ詳

細に踏み込んだ書きぶりになっている感

じがする。 

 

●中期計画に書き込みには詳細すぎるた

め、年度計画で書き込むことが適当。 
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○「地域社会と一体となった環境の整備に

ついては、･･･修学環境の改善に向けて取

り組む。」とあるが、主語・述語の関係

が文法的におかしい。 

 

（４）教育活動の評価体制の適正化 

○「評価を適正に修学に生かすシステムを

構築し、教育活動が適切に評価される体

制を整える」とあるが、この評価は学生

の評価か。それとも学部の評価か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○評価を適正に修学に生かすシステムを今

構築するのは遅いのではないか。構築は

終わってなければいけないことであり、

実際には構築が済んでいると考えられる

ため、「再構築」や「改善」といった表

現でなければならない。 

 

○地域人材や外部講師を活用しているが、

その人達から教育活動の評価をもらい、

結果を反映させなければ、質の高い教育

とならない。 

 

２ 研究 

１）研究の内容 

 

 

 

 

 

 

●授業内容の評価を指しており、授業を評

価し改善することで教育活動を適正にす

る、ということを意図していると考えら

れる。 

 

●市が中期目標の中で指示する教育評価シ

ステムによる教育成果の適正な評価と

は、個々の授業のことではなく、大学全

体の教育の評価を求めるものである。

「（４）教育活動の評価体制の適正化」

の内容については個々の評価のことを指

しているが、必要なことではある。評価

委員会の評価のような外部からの大学教

育に対する評価もある。 

 

●大学の教育システムの評価は設置者であ

る市がしなくてはならず、大学は教育活

動についての評価しかできないという構

図である。 
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○中期目標では「社会の要請を踏まえた研

究活動を推進する」とあるが、地域社会

の要請を吸い上げることについての記述

がない。 

 

（２）研究活動の積極的な発信 

○大学は良いことを数多くしているが、十

分に伝わっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）研究の実施体制 

○「実施体制」とあるが、設備や資金につ

いてがメインであり、人材や組織につい

て記載がない。 

 

 

 

 

 

 

 

○研究内容を見ると、中山間地域や新見に

根ざした内容であり、グローバルとロー

カルな視点と銘打ってはあるが、ローカ

ルな視点が強く、グローバルな視点がほ

ぼない。 

３ 学生の確保及び支援 

●体系的には、フィールドワークにより学

生が地域に出向き、現場の生の声を聞き、

その声に対して何ができるか、というこ

とだと考えられる。 

 

 

●日常的に学生と関わる時間を確保するこ

とは難しい。 

 

○関わっている人と関わっていない人との

差が激しい。 

 

●これまでは短期大学の部分もあり、学生

は勉強と実習で忙しかったが、４年制に

なり時間に余裕が生まれるため、その時

間でどの様に地域と関わりを持つかであ

る。 

 

○地域活動に学生が参加されることがある

が、５分だけでも良いので自分たちが学

修していることについて紹介する時間を

設けてもよい。 

 

 

●大学の研究は組織的ではなく、教員が各

自独立して行っているが、大学は各自が

研究できる体制を整えるという考え方で

ある。 

 

●大学事務局案の段階では、「（１）研究

環境の充実」の年度計画の項目の中で、

設備や資金に外の内容を盛り込まれるこ

ととなっている。 
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○中期目標にある「学生が目標を設定し、

修学に専念できる環境整備に努める」に

ついての記述が薄い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）積極的な入試広報の実施 

○最近の高校生や短大生は新聞広告を見な

い。情報発信手段として新聞広告をメイ

ンに記述しているが、大学のＨＰやＳＮ

Ｓを活用する記述の方が効果的である。 

 

２）学生に対する支援 

○チューターは何人いるのか。 

 

 

○以前は担任制であったと認識している

が。 

 

○「新見公立大学ふるさと育英奨学金」は

どこが所管しているのか。 

 

 

 

 

●「学生が目標を設定」の表現には市と大

学とで考え方に相違がある可能性があ

る。 

 

○学生が大学に入学したら、新たに個人の

目標を設定すると理解した。 

 

○学生が目標を設定しやすい環境があるこ

とをＰＲすると良い。 

 

●「２）学生に対する支援」が中期目標の

「修学に専念できる環境整備」に対する

項目と捉えることができる。 

 

○「（２）細やかな学修支援」が「学生が

目標を設定し、修学に専念」にかかって

おり、一人ひとりが持つ目標について、

フェイスツーフェイスで対応しながら実

現に向けて支援していくということを指

しているのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学科の実状応じて配置しているが、人数

については把握していない。 

 

●今年度、チューター制に移行した。 

 

 

●大学である。ふるさと納税を一部原資と

して今年度から開始した大学独自の制度

である。成績優秀者等の要件はあるが、

年間１０万円を給付するというもの。１

学年当たり看護学科５人、地域福祉学科

４人健康保育学科４人が対象である。 
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Ⅱ 社会貢献に関する目標を達成するため

にとるべき措置 

○「１）地域の「学びの場」」では「法人

の職員」という表現、「２」学生ボラン

ティアの「活動の場」」では「大学」と

いう表現であるが、使い分けに意図があ

るのか。法人の職員には事務方の職員も

含まれると考える。 

 

２）学生ボランティアの「活動の場」 

○「地域課題研究活動への支援を推進する」

との記述があるが、支援とは学生への支

援か。それともボランティアへの支援か。 

 

 

 

 

Ⅲ 地域に開かれた大学づくりに関する目

標を達成するためにとるべき措置 

○言葉として「参加」ではなく「参画」と

いう表現にしているが、先ほども述べた

ように、活動の中で学生が思いを発言す

る場が取れるような参画の仕方を期待す

る。ただし、参画となると負担が大きく

なることは心配である。 

 

１）大学施設の市民開放 

○「市民や卒業生に愛され続けるように」

とあるが、「卒業生」にはどの様な意図

があるのか。 

 

Ⅳ 業務運営の改善及び効率化に関する目

標を達成するためにとるべき措置 

１）法人運営上の組織改善 

○コンプライアンスについてを組織改善の

項目に記述しておくべき。また、責任を

明確にすると共に、意思決定を迅速にし

ていかなければいけない。物事が滞った

ままということが一番の問題であるた

め、やるにしろやらないにしろ、意思決

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加する学生への支援である。ボランテ

ィアとして出向くこともあれば、自分た

ちの学修のために地域へ出向くこともあ

る。地域での課題研究活動の支援として、

例えば移動支援をイメージしている。学

生の移動手段が大きな問題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大学祭への来場や地元就職者のリカレン

ト教育での利用をイメージしていると考

えられる。 
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定が正確にされていることが重要である

ため、そのことを記述した方が良い。 

 

２ 人事の適正化 

○「大学運営上」「法人運営上」「自主運

営上」を分類する意図はあるのか。 

 

○「大学運営上」とあるが、法人ではない

のか。 

 

○「自主運営」とは法人か、大学か、市か。 

 

○全体的にわかりにくく、「２）法人運営

上の人事適正化」のプロパー職員の採用

は法人の採用であると読み取れるが、

「１）大学運営場の人事適正化」のＳＤ

研修のスタッフは大学か。法人と大学の

区別がわかりにくい。 

 

Ⅴ 財務内容の改善に関する目標を達成す

るためにとるべき措置 

○「１ 自己収入の確保に関する目標」「２ 

外部資金の獲得に関する目標」「３ 経

費の抑制に関する目標」について、中期

目標の内容をコピーしただけとなってい

るが、目標に対する計画になっていない。

例えば「１ 自己収入の確保に関する目

標」であれば、学生数の確保が根本には

あるのであろう。具体的には年度計画に

記載することになると思うが、その元に

なることを中期計画では記述しておかな

ければいけない。「２ 外部資金の獲得

に関する目標」であれば、時代に即した

補助金等の調査・研究し、確保に努める、

といった内容にしなければいけないので

はないか。 

 

○「本学の将来性に配慮」とあるが、「将

来性」とは何を意図しているのか。“学

生が増加するから設備投資が必要である
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”とか、“学生が減少するから経費の節

減が必要である”というように、「将来

性」を具体的に示した上で、計画を立て

なければいけないのではないか。 

 

Ⅵ 自己点検・評価及び当該状況に係る情

報の提供に関する目標を達成するためにと

るべき措置 

２ 情報公開及び情報発信に関する目標 

○一般的な法人では情報公開を求められれ

ば開示しなければいけないが、大学法人

ではどうなのか。 

 

○市民からの情報公開の対応についての一

文を加えなくて良いのか。記述しておか

なければ限定的な情報公開と読み取れ

る。 

 

Ⅶ その他業務に関する重要事項を達成す

るためにとるべき措置 

２ 危機管理及び安全管理 

○中期目標では「再構築」と記述してある

ため、「再構築する」や「常に見直しを

行いながら各種計画やマニュアルを継続

して整備する」といった表現にした方が

良い。 

 

Ⅷ 予算、収支計画及び資金計画 

○収支のバランスが取れるように作成する

のが一般的なのか。剰余金は記載しない

のか。 

 

○「収入」について公開講座収入が「－」

となっているが、実際にはあるのではな

いか。 

 

Ⅸ 短期借入金の限度額 

２ 想定される理由 

○「･･･必要な費用として借り入れる事を想

定する。」とあるが、「･･･必要な費用に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＨＰを通じて財務状況等は示さなければ

いけないことになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●収支がゼロになるように作成するのが一

般的である。 

 

 

●百万円単位なので表記されない 

 

○単位に満たないということであれば、

「０」と表記することが一般的であり、

「－」では該当なしという意味である。 
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充てるための資金として･･･」や「･･･必

要な資金として･･･」といった表現が適切

である。 

 

○借入金の決定権についての規定はあるの

か。 

 

 

 

ⅩⅢ 新見市地方独立行政法人法施行規則

で定める事項 

１ 施設及び設備に関する計画 

３）経済性の重視した整備 

●「経済性の」ではなく「経済性を」が正

しいため修正する。 

 

 

 

 

 

●大学内であるはずである。借入上限額に

ついては、中期計画で決めることとして

おり、その範囲内で理事会等で決定する

ものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２）次回会議について 

 令和２年２月１４日（金）１０：００から、市役所本庁舎３回第５委員会室で、本日委

員からいただいた意見等を元に修正した中期計画の修正案の確認を行う。 


